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て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
し
、忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

隣
の
福
島
県
に
お
い
て
は
、
原
発
事
故
の
放
射

能
と
こ
れ
か
ら
二
十
年
、
三
十
年
と
闘
っ
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
昨
年
は
、
教
職
員
各

位
、
保
護
者
各
位
か
ら
二
千
万
円
も
の
義
捐
金

を
お
預
か
り
し
、
全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会

を
通
じ
て
被
災
県
に
届
け
て
い
た
だ
い
た
。
今

後
は
、
特
に
福
島
県
の
原
発
事
故
被
災
園
を
中

心
に
支
援
を
続
け
て
行
き
た
い
。
ご
協
力
を
願

い
た
い
。

来
賓
祝
辞

本
大
会
に
際
し
、
県
か
ら
福
田
富
一
知
事
、

県
議
会
を
代
表
し
て
五
月
女
裕
久
彦
副
議
長
、

開
催
地
宇
都
宮
を
代
表
し
て

橋
利
幸
子
ど

も
部
長
、
ま
た
県
教
育
委
員

会
か
ら
齋
藤
宏
夫
学
校
教
育
課
長
、
県
経
営
管

理
部
よ
り
永
井
茂

明
文
書
学
事
課
長
、

幼
児
教
育
セ
ン
タ

ー
よ
り
大
塚
千
枝

子
セ
ン
タ
ー
長
に

来
賓
と
し
て
ご
臨

席
い
た
だ
き
、
祝

辞
を
い
た
だ
い
た
。

表
彰

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
栃
幼
連
幼
稚
園
教
育
功
労
者
表
彰

幼
稚
園
教
育
振
興
功
労
者
︵
敬
称
略
︶

木
村
　
尚
史
︵
し
ら
さ
ぎ
︶

酒
井
　
精
一
︵
吹
上
︶

戸
田
　
チ
ヨ
︵
す
ぎ
の
こ
︶

幼
稚
園
教
育
研
究
功
労
者
︵
敬
称
略
︶

三
浦
　
静
子
︵
風
と
緑
の
︶

髙

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
五
日
〜
二
十
六

日
、
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
と
宇
都
宮

市
内
各
会
場
に
お
い
て
﹁
広
く
、
深
く
、
て

い
ね
い
に
保
育
の
質
を
考
え
る
﹂
〜
保
育
現

場
の
視
点
を
大
切
に
す
る
研
修
を
進
め
よ
う

〜
と
い
う
大
会
テ
ー
マ
の
も
と
、
県
内
百
七

十
三
園
、
千
三
百
八
十
五
名
の
参
加
者
を
集

め
て
本
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

一
日
目
は
式
典
と
講
演
会
、
二
日
目
は
十

七
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
研
究
・
研
修
に
取
り

組
ん
だ
。

式
典

主
催
者
挨
拶
︵
要
約
︶

栃
幼
連
理
事
長
　
石
嶋
　
　
勇

二
日
間
を
通
じ

て
、
個
々
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図

り
、
栃
木
県
の
幼

児
教
育
の
益
々
の

充
実
を
実
現
し
た

い
。
今
、
国
で
は

政
治
的
に
大
き
な

動
き
が
あ
る
。
三
年
前
、
総
合
こ
ど
も
園
が
浮

上
し
た
が
、
こ
こ
に
き
て
全
く
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
に
な
っ
た
。
政
治
は
政
治
と
し
て
、
私

た
ち
は
幼
児
教
育
の
現
場
で
保
護
者
と
向
き
合

い
な
が
ら
し
っ
か
り
と
子
ど
も
た
ち
の
教
育
・

保
育
に
取
り
組
む
こ
と
を
心
か
ら
お
願
い
し
た

い
。昨

年
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
大
き
な
苦
し

み
が
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
忘
れ
よ
う
と
思
っ

●
栃
幼
連
永
年
勤
続
表
彰

五
十
年
表
彰
一
名
　
四
十
年
表
彰

三
名

三
十
年
表
彰
八
名
　
二
十
年
表
彰
十
五
名

十
年
表
彰
五
十
七
名

講
演

﹁
さ
あ
、
子
ど
も
と
共
に
生
き
よ
う
!!
﹂

＝
つ
た
え
よ
う
、
手
の
ぬ
く
も
り
を
＝

文
科
省
指
定
小
学
校
音
楽
教
科
書
編
集
者

小
宮
路
　
敏
氏

小
宮
路
先
生
は
長
年
に
わ
た
り
、
小
学
校
音

楽
教
科
書
編
集
の
傍
ら
、
教
育
セ
ミ
ナ
ー
﹁
牧

心
塾
﹂
の
創
設
者
と
し
て
、
日
本
全
国
の
教
育

者
に
向
け
て
数
多
く
の
講
演
会
を
開
催
さ
れ
て

い
る
。
明
る
く
元
気
な
先
生
の
パ
ワ
ー
に
よ
っ

て
会
場
い
っ
ぱ
い
の
参
加
者
は
、
い
ろ
い
ろ
な

歌
を
大
き
な
声
で
歌
い
、
時
に
笑
い
、
時
に
涙

し
な
が
ら
、﹁
本
気
に
な
っ
て
人
を
喜
ば
せ
る

こ
と
が
人
生
の
喜
び
で
あ
る
﹂
と
い
う
小
宮
路

先
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め

た
。ア

ン
ケ
ー
ト
に
も
﹁
講
演
を
聞
い
て
、
ど
う

し
た
ら
更
に
子

ど
も
た
ち
が
心

か
ら
楽
し
い
と

思
っ
て
く
れ
る

保
育
を
実
践
で

き
る
か
考
え
て

み
た
い
﹂
と
い

う
よ
う
な
、
手

応
え
の
感
じ
ら

れ
る
反
響
が
多

く
よ
せ
ら
れ

た
。



1分科会

2分科会

3分科会

4分科会

5分科会

6分科会

7分科会

髙橋　美保（白鷗大学教授）
栗田　英子（黒羽幼稚園園長）

お昼のお弁当の食材のビ
ンゴゲームがおもしろかっ
た。子どもと一緒に楽しめ
そうでそこから食育にも
つながっていくと思った。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

保育と食育（79名）

日吉佳代子（宇都宮共和大学教授）
加藤みどり（真岡さくら幼稚園園長）

日吉先生のお話（実例）が
一番心に残った。当たり前
のことだが、子どもの気持
ちを受容する大切さを改
めて実感した。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

心の育ちと保育（93名）

冨田　英也（白鷗大学教授）
岡田　幾子（鹿沼みどり幼稚園教諭）

ただ子どもから出るものを待
つだけでなく、いかに子ども
の表現を上手く引き出せる
か、環境設定や声掛け、その
子を“認める事”の大切さを知
ることができた。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

表現の豊かな育ち（99名）

丸山　隆（栃木県連合教育会相談部長）
小堀　泉（氏家幼稚園園長）

普段からの園長先生との
連携が、トラブル発生時
や心のエネルギー低下時
に重要であると理解でき
た。

助 言 者
コーディネーター 参加者の声

保育者への心の援助（メンタルヘルス）（59名）

鈴木　智恵（栃木県立盲学校教諭・前 栃木県幼児教育センター副主幹）
佐藤麻矢子（野ばら幼稚園園長）

思いやりや優しさは目に
見える物ではない。だか
らこそ教師がその思わず
出た優しさを見逃さずに
そこを認め意識してあげ
ることが大事だと改めて
気付くことができた。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

子どもたちのやさしさや思いやりの育ち（93名）

高柳　恭子（宇都宮共和大学准教授）
髙根沢伸友（宇大附属幼稚園教諭）

保育者の連携の大切さを
改めて感じることができ
た。職員間の信頼関係を
築き、質のよい保育を目
指していきたい。

助 言 者
コーディネーター 参加者の声

保育者の連携を生かした保育の実践と評価（46名）

野呂　文行（筑波大学准教授）
斎藤　佳子（しずわでら幼稚園園長）

インクルーシブ保育は障
害を持つ子どもたちだけ
ではなく、その他の子ど
もたちにとっても学ぶこ
とが多く、互いに成長する
ことができると思った。

助 言 者
コーディネーター 参加者の声

特別支援教育［上級］（56名）

　２１世紀を担っていく子どもたちが、瞳きらめく数々の体験を
通じて豊かな心を育み、生きる力の基礎を培っていけるよう、２
日目は、１７の分科会に分かれて研究・研修にあたった。
　各分科会の問題提起者と会場は下記のとおり。

萩原　京子（那須塩原市立塩原幼稚園教諭）
石井　友佳（明星館幼稚園教諭）
矢口久美子（ひまわり幼稚園教諭）
荒川美和子（石橋幼稚園教諭）
小平　享子（宇大附属幼稚園教諭）
鈴木　百恵（虹ヶ丘幼稚園主任）
岡本　純世（認定こども園すみれ幼稚園副園長）
饗庭　百子（氏家幼稚園教務主任）
若林　美穂（真岡ふたば幼稚園教諭）
前橋真由美（せんだん幼稚園教諭）
相馬　美樹（野ばら幼稚園教諭）
田村　美和（野ばら幼稚園教諭）
田野井綾子（晃望台幼稚園教諭）
古川　清美（清滝寺幼稚園教諭）
髙橋　麻紀（さくらが丘幼稚園主任）
福田　瑠美（しらゆり幼稚園主任）
井上みどり（旭幼稚園副園長）
鈴木　典子（山辺幼稚園副園長）
須賀　友美（洗心幼稚園教諭）
石黒　　恵（佐野たちばな幼稚園教諭）
海老原美智子（みのり幼稚園教諭）
蓮見　祥子（第二薬師寺幼稚園教諭）

コンセーレ
２Ｆ・アイリスホール
二荒山会館
２Ｆ・鶴の間
県総合文化センター
３Ｆ・第３会議室
コンセーレ
１Ｆ・小ホール
県総合文化センター
３Ｆ・第１会議室
パルティ
３Ｆ・研修室302
コンセーレ
１Ｆ・大ホール

ホテルニューイタヤ

二荒山会館
中２Ｆ・松竹梅の間
県総合文化センター
３Ｆ・第４会議室
パルティ
３Ｆ・研修室301

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

問題提起者 会　場分科会
●保育内容研究部門

二荒山会館
県総合文化センター
ろまんちっく村
とちぎ青少年センター

12
13
14
15

会　場分科会
●講座部門

作新学院幼稚園
栃木県総合教育センター

16
17

会　場分科会
●免許更新、新採研

第59回第59回
栃木県幼稚園教育研究大会栃木県幼稚園教育研究大会

2日目

110号

02



9分科会

8分科会

10分科会

11分科会

12分科会

14分科会

13分科会

15分科会

16分科会

17分科会

福田　　仲（栃木県立のざわ特別支援学校主幹教諭）　
間宵　克弘（栃木県立富屋特別支援学校副主幹）
大嶋　　裕（今市中央幼稚園副園長）
冨永由紀子（日光市立野口小学校教諭）　　手塚　良子（日光市健康課保健師）
五十嵐市郎（宇大附属幼稚園副園長）　　　渡邉　明子（今市中央幼稚園教諭）

担任の役割、全ての子を普
通にするのではなくその
子にあった接し方をすると
いう言葉が心に残った。

助 言 者

パネラー
コーディネーター

参加者の声

特別支援教育［基礎講座・初級］（53名）
加藤千佐子（作新学院大学女子短期大学部教授）
山荷フサ子（作新学院幼稚園教頭）

行事に取りかかる前に、ど
れだけ子どもの思いを出さ
せたか、子どものコミュニ
ケーション、つぶやきを受
け止めるということの大切
さを改めて感じた。

助 言 者
コーディネーター 参加者の声

子どもの思いを活かす園行事（75名）

小野塚圭子（日本子どもフィットネス協会インストラクター）
小野塚　聡（おもちゃのまち幼稚園園長）

ダンスが苦手で不安だった
が、基本の動作から表現の
バリエーションを広げる方法
を学んだので、運動会や発
表会に活かしていきたい。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

子どものリズムダンス～フィットネスプログラムから（54名）
松村　和子（文京学院大学大学院教授）
髙瀬　　惠（佐野みのり幼稚園園長）

「子育て支援は保育サービ
スではない」「保護者のニー
ズを知る」「園職員全員が支
援者である自覚」という言
葉に考えさせられた。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

幼稚園における地域の子育て支援のあり方（46名）

吉澤佐知子（足利市こども課主査）
桒子　佳子（矢場川幼稚園園長） 助言者の「子どもの不利

益にならないように！」
というコメントが印象的
だった。たくさんの愛を
子に与えるために、親支
援がある。自分のできる
役割でがんばりたい。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

共感し合える保育者と保護者の関係づくり、家庭支援の在り方（78名）
桂木　奈巳（宇都宮共和大学専任講師）
井上　智賀（旭幼稚園園長）

人間も自然の一部、地球
に生きる生物のひとつと
いう根源的なことに気付
き、共生することに目を向
ける機会となる講座で
あった。

助 言 者
コーディネーター 参加者の声

身近な自然環境への関わり方・楽しみ方（50名）

新規採用幼稚園教諭研修（209名）
福田恵美子（山形県立保健医療大学教授・リズム園顧問）
大中　清見（法得幼稚園園長）

無理にやらせようと力を
入れることではなく、「そ
の子」にとって楽しい気
持ちを引き出したり時に
は待つことの大切さが
分かった。

助 言 者
コーディネーター 参加者の声

特別支援教育［中級］（発達障害の子の感覚あそび・運動あそび）（67名）

塩谷　　香（東京成徳大学教授）
小倉　庸寛（愛泉幼稚園副園長）

2歳保育と3歳保育の違
いを理解し、子どもの様
子や気持ちの見極めが大
切であることに気づき、
これまで感じた悩みも少
し解消できた。

助 言 者
コーディネーター 参加者の声

2歳児の発達と満3歳児保育の在り方（69名）
小林　研介（呑竜幼稚園園長）
大根田紀子（作新学院幼稚園主任）

講 師
コーディネーター

免許状更新講習（74名）

全体会：髙木　恵美（栃木県幼児教育センター副主幹）
ワークショップ：添谷元良・旭山　久・小林乙伸・早乙女陽一
　渡邉紀子・佐藤孔之（栃木県総合教育センター生涯学習部社会教育主事）
演　習：各地区新採教諭研修指導者

（詳細はP.6）
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栃木県幼稚園教育研究大会
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来
を
考
え
る
﹂

と
題
し
て
福

島
県
で
認
定

こ
ど
も
園
を

運
営
さ
れ
て

い
る
ま
ゆ
み

幼
稚
園
園
長
、

古
渡
一
秀
先

生
を
お
招
き

し
て
講
話
を
い
た
だ
い
た
。

東
日
本
大
震
災
、
原
発
事
故
に
伴
い
福

島
県
の
人
口
減
少
は
進
ん
で
い
る
。
少
子

化
に
よ
る
人
口
減
少
も
あ
る
が
、
市
町
村

に
よ
っ
て
は
そ
の
人
口
が
数
年
前
倒
し
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
福
島
県
で
起
き
て
い

る
現
実
は
五
年
〜
十
年
以
内
の
日
本
の
姿

と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。

続
い
て
新
シ

ス
テ
ム
の
内
容
、

給
付
の
全
体
像
、

新
た
な
制
度
に

お
け
る
利
用
手

続
き
な
ど
の
お

話
を
い
た
だ
い

た
。青

年
部
員
は
、

後
継
者
と
し
て

常
日
頃
か
ら
ア

ン
テ
ナ
を
張
っ

て
色
々
な
情
報

を
集
め
、
そ
れ

を
理
解
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

正
確
な
情
報
を

掴
む
と
い
う
意

味
で
、
と
て
も

タ
イ
ム
リ
ー
な

研
修
内
容
だ
っ

た
。

原
発
事
故

に
よ
る
放
射

線
の
健
康
リ

ス
ク
の
解
説
が
あ
っ

た
。
科
学
的
事
実
と

ポ
リ
シ
ー
を
区
別
し

て
判
断
し
、
双
方
向

で
理
解
す
る
事
が
必
要
。
幼
稚
園
の
経
営

者
で
あ
る
私
た
ち
は
、
日
常
で
の
放
射
線

防
護
の
方
法
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

保
護
者
に
き
ち
ん
と
説
明
で
き
る
よ
う
に

し
て
お
く
事
が
大
切
。

.

研
修
二
﹁
人
の
ヤ
ル
気
に
火
を
つ
け
る

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
﹂
〜
人
が

イ
キ
イ
キ
と
働
く
チ
ー
ム
を

つ
く
る
た
め
に
、
ま
ず
何
か
ら

始
め
る
か
〜

.

講
師
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
　
代
表

メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
　

浅
見
　
広
明
氏

﹁
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
と

は
、
感
情
的

な
結
び
つ
き
に
よ
っ

て
人
々
を
ヤ
ル
気
に

さ
せ
、
刺
激
す
る
こ

と
﹂
と
い
う
の
が
新

し
い
考
え
方
。
リ
ー
ダ
ー
が
最
初
に
や
る

事
は
、
組
織
の
あ
り
た
い
姿
と
価
値
観
の

明
確
化
。
園
長
は
、
ど
う
い
う
幼
稚
園
に

な
り
た
い
か
と
い
う
は
っ
き
り
し
た
ビ
ジ

ョ
ン
を
持
ち
、
共
に
同
じ
方
向
性
に
向
か

っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

青
年
部
研
修
会

六
月
二
十
二
日
に
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ

ヤ
に
て
栃
幼
連
青
年
部
研
修
会
が
開
催
さ

れ
た
。
テ
ー
マ
﹁
子
ど
も
・
子
育
て
の
未
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第
一
回
　
保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

.

期
日
平
成
二
十
四
年
六
月
十
一
日
︵
月
︶

午
後
二
時
三
十
分
〜
四
時
三
十
分

.

会
場
コ
ン
セ
ー
レ
︵
大
ホ
ー
ル
︶

.

内
容
﹁
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
楽
し
も
う
﹂

.

講
師

南
小
百
合
氏

.

参
加
百
三
十
九
名

﹁
も
も
た
ろ
う
﹂
の
シ
ョ
ー
で

始
ま
っ
た
第
一
回
目
の
講
座
は
、

講
師
の
南
先
生
が
宇
都
宮
市
で
幼

稚
園
教
諭
を
し
て

い
た
こ
と
も
あ

り
、
元
気
と
テ
ン

ポ
と
驚
き
が
あ

り
、
最
初
か
ら
最

後
ま
で
受
講
者
の

目
が
興
味
と
感
動

で
輝
く
も
の
と
な

っ
た
。

最
初
の
バ
ル
ー

ン
シ
ョ
ー
で
は
、
目
の
前
で
、
次
か
ら
次

に
バ
ル
ー
ン
が
い
ろ
い
ろ
な
形
に
変
化
し

て
い
く
様
子
に
受
講
者
は
く
ぎ
付
け
。
鬼

な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
が
登
場
し
た

り
、
巨
大
な
バ
ル
ー
ン
に
講
師
が
入
っ
た

り
す
る
な
ど
、
驚
く
よ
う
な
仕
掛
け
や
テ

ク
ニ
ッ
ク
が
披
露
さ
れ
、
見
て
い
る
だ
け

で
十
分
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。

そ
の
後
、
全
員
で
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
に

挑
戦
し
、
ふ
く
ら
ま
せ
方
や
結
び
方
、
ひ

ね
り
方
な
ど
、
基
本
的
な
こ
と
か
ら
丁
寧

に
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
実
際
に
、
犬
や

ハ
ー
ト
、
剣
な
ど
の
作
品
を
作
り
な
が
ら

コ
ツ
を
学
び
、
わ
か
ら
な
い
人
に
は
直
接

一
対
一
で
の
指
導

が
行
わ
れ
た
り
、

割
れ
に
く
い
バ
ル

ー
ン
が
用
意
さ
れ

た
り
と
、
と
て
も

親
切
で
、
初
め
て

バ
ル
ー
ン
を
持
つ

受
講
者
に
も
わ
か

り
や
す
い
内
容
だ

っ
た
。

終
始
、
笑
顔
と
笑
い
声
の
絶
え
な
い
和

や
か
な
ム
ー
ド
で
進
め
ら
れ
、
短
い
時
間

の
中
で
、
バ
ル
ー
ン
に
必
要
な
空
気
の
量

や
長
さ
の
バ
ラ
ン
ス
、
中
心
の
見
つ
け
方
、

床
に
置
く
大
き
な
作
品
の
作
り
方
な
ど
、

こ
れ
か
ら
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
し
て
い
く

上
で
必
要
な
知
識
や
技
術
を
た
く
さ
ん
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
研
修
と
な
っ

た
。

設
置
者
・
園
長
研
修
会

.

日
時
平
成
二
十
四
年
六
月
十
八
日
︵
月
︶

.

会
場
二
荒
山
会
館
　
鶴
の
間

.

参
加
八
十
五
名

石
嶋
勇
理

事
長
の
挨
拶

の
後
、
副
理

事
長
石
川
均
氏
の
栃

木
県
知
事
表
彰
︵
県

各
種
功
労
者
表
彰
︶

受
賞
を
祝
し
記
念
品

授
与
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
経
営
研
究
委
員
長
荒
居
養
雄
氏

の
趣
旨
説
明
の
後
、
研
修
会
を
行
っ
た
。

.

研
修
一
﹁
原
発
事
故
の
健
康
影
響
と
リ
ス
ク

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
﹂

.

講
師
獨
協
医
科
大
学
　
Ｒ
Ｉ
セ
ン
タ
ー

主
任
　
高
橋
　
克
彦
氏
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就
職
説
明
会

期
日

平
成
二
十
四
年
七
月
十
五
日
︵
日
︶

場
所

マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ
大
展
示
場

参
加
状
況

参
加
園
数
　
　
百
二
十
二
園

参
加
者
数
　
　
四
百
四
十
三
名

参
加
者
内
訳

県
内
学
生
　
　
三
百
五
十
六
名

県
外
学
生
　
　
七
十
九
名

一
般
　
　
　
　
八
名

今
年
も
ま
た
恒
例
の
栃
幼
連
主
催
の
就

職
説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
。
多
く
の
園
が

参
加
す
る
中
、
幼
稚
園
教
諭
を
希
望
す
る

多
く
の
学
生
た
ち
が
開
催
時
間
前
か
ら
大

勢
集
ま
っ
て
い
た
。
開
場
と
同
時
に
学
生

た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
の
あ
る
幼
稚
園

の
席
へ
向
か
い
、
募
集
状
況
や
園
の
状
況

等
を
質
問
し
、
自
己
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら

熱
心
に
メ
モ
を
す
る
姿
が
見
ら
れ
、
よ
り

良
い
教
諭
を
採
用
し
た
い
幼
稚
園
側
と
の

熱
心
な
話
し
合
い
が
盛
会
に
行
わ
れ
た
。

第
一
回
　
保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

.
日
時
平
成
二
十
四
年
七
月
十
七
日
︵
月
︶

午
後
二
時
三
十
分
〜
四
時
三
十
分

.

会
場
栃
木
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

.

内
容
﹁
子
ど
も
が
輝
く
保
育
﹂

〜
子
ど
も
の
発
達
や
学
び
の
連
続
性
を

踏
ま
え
た
就
学
前
教
育
〜

.

講
師
ソ
ニ
ー
教
育
財
団
幼
児
教
育
支
援
事
業

主
査
　
高
木
恭
子
氏

.

参
加
百
五
十
四
名

幼
稚
園
は
、

子
ど
も
た
ち
が

生
き
る
力
や
学

び
の
基
礎
を
身
に
つ
け

る
大
切
な
教
育
の
場
で

あ
る
こ
と
を
再
認
識
で

き
る
講
座
だ
っ
た
。
さ

ら
に
、
幼
小
連
携
は
、

就
学
し
た
ば
か
り
の

﹁
困
っ
て
い
る
子
ど
も
の

た
め
﹂
に
必
要
で
あ
り
、

子
ど
も
が
輝
く
た
め
に
、

私
た
ち
に
は
で
き
る
こ

と
が
も
っ
と
た
く
さ
ん

あ
る
こ
と
を
教
わ
っ
た
。

就
学
前
教
育
の
４
つ
の
柱
﹁
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
﹂﹁
交
流
活
動
﹂﹁
教
諭
間
の
連
携
﹂

﹁
保
護
者
の
理
解
・
協
力
﹂
を
順
に
説
明
い

た
だ
き
、
ス
ク
リ
ー
ン
で
実
際
に
楽
し
く

行
わ
れ
て
い
る
幼
児
・
児
童
の
交
流
例
を

具
体
的
に
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
り
、
連
携

を
と
る
に
は
ま
ず
挨
拶
か
ら
、
と
、
手
順

を
教
わ
っ
た
り
、
保
護
者
の
協
力
を
得
る

た
め
に
は
情
報
を
発
信
す
る
と
同
時
に
、

聞
く
機
会
も
取
り
入
れ
る
重
要
さ
を
教
わ

っ
た
り
、
受
講
者
は
、
自
園
の
活
動
を
振

り
返
る
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
す
ぐ
に
で

き
る
活
動
内
容
を
得
ら
れ
た
た
め
、
取
り

組
み
た
く
な
る
意
欲
も
高
ま
る
機
会
に
な

第
二
十
七
回
全
日
私
幼
連
関
東
地
区
教
員
研
修

神
奈
川
大
会

.

期
日

平
成
二
十
四
年
八
月
二
・
三
日

.

会
場

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
・
国
立
大
ホ
ー
ル

︵
横
浜
市
︶
他

関
東
地
区
教
員
研
修
大
会
が
、

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
・
国
立
大
ホ
ー

ル
を
メ
イ
ン
会
場
に
約
三
千
三
百

名
を
超
え
る
教
員
が
集
ま
り
開
催
さ
れ

た
。
開
会
式
終
了
後
、

神
奈
川
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
に

よ
る
﹁
音
を
音
楽
を

保
育
の
場
に
﹂
と
題

し
た
二
部
構
成
の
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ

た
。
二
日
目
は
二
十

五
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

分
か
れ
研
修
が
行
わ

れ
た
。
第
十
フ
ォ
ー

ラ
ム
﹁
子
ど
も
の
思

い
を
活
か
す
園
行
事
﹂

と
、
第
十
三
フ
ォ
ー

ラ
ム
﹁
共
感
し
合
え

る
保
育
者
と
保
護
者

の
関
係
づ
く
り
、
家

庭
支
援
の
在
り
方
﹂

の
二
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

栃
木
県
の
先
生
方
が

担
当
し
た
。
厳
し
い

暑
さ
の
中
、
お
骨
折

り
い
た
だ
い
た
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
問

題
提
起
者
そ
し
て
今

年
度
か
ら
導
入
さ
れ

た
﹁
ほ
い
く
の
宝
箱
﹂

に
携
わ
っ
て
い
た
だ

い
た
先
生
方
へ
敬
意

を
表
し
た
い
。

っ
た
。

子
ど
も
た
ち
を
安
心
し
て
小
学
校
へ
送

り
出
す
た
め
に
、
幼
児
教
育
と
小
学
校
教

育
の
違
い
と
良
さ
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が

と
て
も
大
切
で
あ
り
、
し
っ
か
り
と
し
た

視
点
を
持
っ
て
、
明
日
か
ら
で
も
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
の
は
私
た
ち
な
の
だ
、

と
学
ん
だ
。

栃
幼
連
ス
ク
ー
ル
バ
ス
安
全
運
転
講
習
会

.

日
時

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
五
日
︵
水
︶

.

会
場

二
荒
山
会
館
︵
鶴
・
亀
の
間
︶

.

内
容

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
交
通
安
全
教
育

.

講
師

宇
都
宮
中
央
警
察
署
交
通
総
務
課
長

警
部
　
瀬
端
英
彦
氏

関
東
自
動
車︵
株
︶総
合
サ
ー
ビ
ス

事
業
部
輸
送
部

課
長
補
佐
　
糸
井
宏
文
氏

.

参
加
　
百
八
十
六
名

警
部
　
瀬
端
氏
か
ら
、
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
事
故
映
像
を
交

え
た
講
話
を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
今
回
は
関
東
バ
ス
総
合
サ
ー
ビ

ス
事
業
部
　
糸
井
氏
よ
り
、
乗
務
員
と
し

て
の
心
構
え
、
ゆ
と

り
あ
る
出
勤
、
車
両

点
検
、
運
転
は
三
つ

の
動
作
の
繰
り
返
し

①
認
知
・
②
判
断
・

③
操
作
、
安
心
感
を

与
え
る
運
転
操
作
と

は
、
送
迎
ル
ー
ト
で

の
確
認
事
項
に
つ
い

て
、
事
故
防
止
対
策
、

苦
情
・
問
い
合
わ
せ

の
事
例
等
、
詳
し
く

説
明
が
あ
り
、
事
故

防
止
に
つ
な
が
る
研

修
と
な
っ
た
。
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新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭

　
　
　
　

宿
泊
研
修
報
告

自
分
は
ど
ん

な
先
生
に
な

り
た
い
か
？

そ
の
為
に
す

る
べ
き
こ
と

は
何
か
？
そ

の
目
標
を
成

功
さ
せ
る
た

め
に
行
う
行

動
を
を
カ
ー
ド
に
書
き
ま
す
。
そ
の
カ
ー

ド
は
常
に
持
ち
歩
き
意
識
し
な
が
ら
日
々

目
標
に
近
づ
け
る
為
に
行
動
す
る
。
ク
レ

ド
は
徐
々
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
も
の
な

の
で
、
自
分
の
成
長
に
合
わ
せ
て
変
化
し

て
い
く
。
短
時
間
で
も
理
解
は
難
し
い
の

で
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
の
説
明
や
実
際

に
他
の
企
業
で
使
わ
れ
て
い
る
ク
レ
ド
の

紹
介
を
し
て
少
し
で
も
理
解
し
て
も
ら
い

自
分
の
﹁
ク
レ
ド
﹂
を
作
成
し
ま
し
た
。

次
に
研
修
の
メ
イ
ン
で
あ
る
選
択
活
動

で
す
。
六
種
類
の
内
容
か
ら
二
つ
選
択
し

て
の
活
動
。
ど
の
活
動
で
も
共
通
し
て
言

え
る
こ
と
で

す
が
、
こ
の

研
修
で
学
ん

だ
こ
と
が
幼

稚
園
教
諭
と

し
て
の
喜

び
、
豊
か
な

想
像
性
を
持

つ
こ
と
が
で

新
採
宿
泊
研
修
実
行
委
員
長

金
子
　
礎
泰
︵
聖
幼
稚
園
　
副
園
長
︶

今
年
も
暑
い
夏
に
”熱
い
“研
修
を
八
月

九
日
︵
木
︶
〜
十
一
日
︵
土
︶
に
か
け
て
、

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家
に
て
百
九
十
四
名

の
参
加
の
も
と
新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭

宿
泊
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
実
行
委
員

長
二
年
目
と
い
う
こ
と
で
昨
年
よ
り
は
余

裕
を
持
っ
て
先
頭
に
立
て
た
と
思
い
ま

す
。
以
下
研
修
の
ご
報
告
を
致
し
ま
す
。

入
所
式
の
際
、石
嶋
理
事
長
先
生
よ
り
、

励
ま
し
の
お
言
葉
を
頂
い
た
あ
と
、
最
初

の
活
動
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
で
す
。
こ
の
活
動
で
は
実
行
委
員
、
講

師
、
新
採
と
の
全
員
参
加
型
の
全
体
活
動

で
す
。
実
行
委
員
、
講
師
も
グ
ル
ー
プ
に

入
っ
て
の
活
動
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
結
束

を
高
め
る
為
に
自
分
の
長
所
を
言
っ
て
の

自
己
紹
介
や

研
修
期
間
内

の
約
束
事
な

ど
を
決
め
ま

し
た
。
笑
顔

で
い
る
、
五

分
前
行
動
な

ど
、
グ
ル
ー

プ
内
の
団
結

力
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

次
の
活
動

は
こ
れ
も
全

体
活
動
で
す

が
﹁
幼
児
教

育
者
と
し
て

の
自
分
磨

き
﹂
と
題
し

て
講
師
に

﹁
私
ブ
ラ
ン

ド
塾
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｉ
﹂
校
長
の
﹁
ち
と
せ

先
生
﹂
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
ち
と
せ

先
生
自
身
も
幼
稚
園
教
諭
の
経
験
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
新
採
先
生
も
と
て
も
親

近
感
を
感
じ
た
よ
う
で
す
。
ち
と
せ
先
生

か
ら
は
”人
は
変
わ
れ
る
“、”笑
顔
は
人
を

寄
せ
付
け
る
“な
ど
ち
と
せ
先
生
か
ら
勇

気
や
自
信
を
も
ら
っ
た
新
採
の
子
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
ち
と
せ
先
生
も
学
生
の
頃

い
じ
め
や
、
人
間
関
係
で
悩
ん
で
い
た
時

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
﹁
私
は

変
わ
っ
た
﹂
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
ら

っ
た
新
採
教

諭
の
顔
は
少

し
変
わ
っ
た

よ
う
に
も
見

え
ま
し
た
。

も
う
一
つ
の

全
体
活
動
は

﹁
ク
レ
ド
作

り
﹂
で
す
。

き
る
先
生
に

な
っ
て
欲
し

い
な
ど
願
い

を
込
め
て

我
々
も
指
導

し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
﹁
一
つ

の
こ
と
に
集

中
で
き
た
﹂、

﹁
考
え
方
が
広
が
っ
た
﹂
な
ど
の
意
見
も

多
く
あ
り
ま
し
た
。
日
常
で
は
気
付
け
な

か
っ
た
事
に
多
く
気
付
け
た
研
修
に
な
り

ま
し
た
。
最
終
日
は
グ
ル
ー
プ
全
員
で
力

合
わ
せ
て
の
手
遊
び
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

保
育
現
場
で
使
え
る
も
の
、
年
齢
に
応
じ

た
も
の
を
作
る
な
ど
の
点
を
意
識
し
な
が

ら
考
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ど
の
グ
ル
ー

プ
も
時
間
の
無
い
中
で
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

し
た
が
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
も
の
を
見

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
毎
年
、
新
採
の
先
生
方
の
こ
と

を
考
え
て
指
導
し
て
頂
け
る
実
行
委
員
、

講
師
の
先
生
方
、
安
心
し
て
我
々
が
指
導

で
き
る
場
を
準
備
し
て
い
た
だ
い
た
事
務

局
の
方
、
全
員
の
方
に
感
謝
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
研
修
を
通
し
て

我
々
も
自
信
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
し
、

仲
間
意
識
な
ど
も
育
ち
ま
す
。
参
加
さ
れ

た
新
採
の
先
生
方
の
成
長
を
心
か
ら
願
っ

て
お
り
ま
す
。



●
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　

九
月
二
十
七
日（
木
）

講
話「
幼
稚
園・保
育
所
に
お
け
る
危
機

管
理
」

　
　

千
葉
大
学
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

 　

星　

幸
広
先
生

　

地
震
、
竜
巻
等
こ
れ
ま
で
の
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
は
対
応
が
困
難
な
災
害
や
危

険
へ
の
備
え
が
、
幼
稚
園
で
も
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

実
際
に
東
日
本
大

震
災
で
被
害
を
受
け
た
幼
稚
園
に
か
か

わ
っ
て
い
る
星
先
生
が
、
幼
稚
園
・
保
育

所
に
お
け
る
危
機
管
理
に
つ
い
て
語
り

ま
す
！
大
切
な
幼
児
、
教
職
員
を
守
り
、

安
心
安
全
な
幼
稚
園
の
運
営
の
た
め
の

研
修
で
す
。

●
幼
稚
園・保
育
所
等

　
　

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　

十
月
三
日（
水
）

講
話「
親
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
」

演
習「
体
験
！
親
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

演
習「
地
域
に
開
か
れ
た
園
づ
く
り
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
つ
く
ろ
う
Ⅱ
」

110号
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当
セ
ン
タ
ー
で
は
、﹁
幼
児
期
運
動
指

針
﹂
に
基
づ
き
、
遊
び
や
生
活
の
中
で
大

切
に
し
た
い
体
の
動
き
な
ど
を
掲
載
し
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
年
度
末
に
発
行
す
る
予

定
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
研
修

夏
休
み
明
け
か
ら
秋
に
か
け
て
実
施
す

る
研
修
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ろ
な
体
の
動
き
が
身
に
付
い
た
り
、
運
動

量
が
増
え
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
デ

ー
タ
に
基
づ
き
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

受
講
者
か
ら
は
、﹁
子
ど
も
が
自
ら
遊

び
た
く
な
る
よ
う
な
環
境
の
工
夫
を
し
た

い
。﹂﹁
体
を
動
か
す
こ
と
が
楽
し
い
と
思

え
る
よ
う
に
小
学
校
で
も
子
ど
も
の
や
り

た
い
遊
び
を
大
切
に

し
よ
う
。﹂
な
ど
、

子
ど
も
の
意
欲
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
指

導
法
を
見
直
そ
う
と

す
る
意
見
が
多
く
み

ら
れ
ま
し
た
。

家
庭
と
の
連
携
を

大
切
に
、
園
全
体
で
、
幼
児
期
の
体
づ
く

り
に
つ
い
て
考
え
て
い
け
た
ら
い
い
と
思

い
ま
す
。

ご
存
じ
で
す
か
？

﹁
幼
児
期
運
動
指
針
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
﹂

平
成
二
十
四
年
三

月
三
十
日
に
文
部
科

学
省
幼
児
期
運
動
指

針
策
定
委
員
会
か
ら

﹁
幼
児
期
運
動
指
針

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
﹂
が
全
国
の
幼
稚
園
・
保

育
所
等
に
配
付
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
は
、

幼
児
が
自
発
的
に
取
り
組
む
様
々
な
遊
び

を
中
心
に
、体
を
動
か
す
こ
と
を
通
し
て
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
心
身
と
も
に
健
康
的
に

生
き
る
た
め
の
基
盤
を
培
う
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
﹁
幼
児

は
様
々
な
遊
び
を
中
心
に
、
毎
日
、
合
計

六
十
分
以
上
、
楽
し
く
体
を
動
か
す
こ
と

が
大
切
で
あ
る
﹂
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

★
演
習
﹁
幼
児
理
解
﹂

午
後
は
、﹁
幼
児
理
解
﹂
を
テ
ー
マ
に

ビ
デ
オ
視
聴
に
基
づ
く
演
習
を
行
い
ま
し

た
。三

歳
児
と
五
歳
児
の
保
育
の
様
子
を
見

比
べ
な
が
ら
、
年
齢
に
よ
る
発
達
の
違
い

や
発
達
に
応
じ
た
教
師
の
援
助
に
視
点
を

当
て
、
協
議
し
ま
し
た
。
受
講
者
は
、

﹁
子
ど
も
の
行
動
に
は
、
必
ず
そ
の
年
齢

な
り
の
思
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。﹂

﹁
年
長
で
遊
び
が
充
実
す
る
た
め
に
は
、

年
少
・
年
中
で
の
経
験
が
大
切
だ
と
気
付

い
た
。﹂
な
ど
発
達
を
見
通
し
た
上
で
、

自
分
の
保
育
や
子
ど

も
の
見
方
を
振
り
返

る
よ
う
な
感
想
が
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

各
地
区
か
ら
選
ば

れ
た
指
導
助
言
の
先

生
方
の
創
意
工
夫
を

凝
ら
し
た
グ
ル
ー
プ

協
議
と
的
確
な
指
導
助
言
で
、
幼
児
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

幼
・
保
・
小
連
携
研
修

﹁
幼
・
保
・
小
連
携
の
充
実
に
向
け
て

〜
か
ら
だ
づ
く
り
と
遊
び
〜
﹂

七
月
二
日
に
、
幼
稚
園
・
保
育
所
・
小

学
校
の
教
職
員
を
対
象
に
﹁
幼
・
保
・
小

連
携
研
修
﹂
を
行
い
ま
し
た
。
講
師
は
、

山
梨
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
授
の

中
村
和
彦
先
生
で
す
。
幼
児
期
に
ふ
さ
わ

し
い
運
動
と
は
、
思
わ
ず
体
を
動
か
し
た

く
な
る
環
境
の
も
と
で
、
自
分
か
ら
﹁
や

り
た
い
﹂
と
思
え
る
遊
び
を
繰
り
返
し
て

行
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
中
で
、
い
ろ
い

第
十
七
分
科
会

新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭
研
修

七
月
二
十
六
日
に
、
栃
木
県
幼
稚
園
教

育
研
究
大
会
第
十
七
分
科
会
と
し
て
、
新

規
採
用
幼
稚
園
教
諭
研
修
の
第
三
日
を
行

い
ま
し
た
。

★
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

﹁
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

向
上
を
目
指
し
て
﹂

午
前
中
は
、
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
生
涯

学
習
部
の
職
員
を
講
師
と
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
テ
ー
マ
と

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

相
手
の
話
を
心
で
聴
く
﹁
傾
聴
﹂
や
肯

定
的
に
物
事
を
考
え
る
﹁
リ
フ
レ
ー
ミ
ン

グ
﹂
を
実
際
に
体
験

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
向

上
を
目
指
し
ま
し

た
。
受
講
者
は
、

﹁
相
手
を
受
け
入
れ

る
こ
と
や
心
を
寄
せ

て
話
を
聴
く
こ
と
を

大
切
に
し
た
い
。﹂﹁
温
か
い
話
し
方
や
表

情
を
心
が
け
て
、
子
ど
も
や
保
護
者
と
接

し
た
い
。﹂
な
ど
と
研
修
を
振
り
返
っ
て

い
ま
し
た
。

今
後
、
保
育
や
保
護
者
懇
談
会
な
ど
で

実
践
し
た
り
、
園
内
研
修
等
で
伝
達
し
た

り
し
て
、
研
修
の
成
果
を
十
分
に
還
元
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

︵
文
責
　
前
原
　
由
紀
︶
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県
文
書
学
事
課

訃　

報謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

●
大
田
原
市　

ひ
か
り
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　

第
二
ひ
か
り
幼
稚
園

　
　

名
誉
園
長　

黒
田　

俊
雄 

先
生　

　
　
　
　
　

平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
日　

逝
去

●
小
山
市　

楠
エ
ン
ゼ
ル
幼
稚
園

　
　

理
事
長　

小
野
瀨　

楠
雄 

先
生　

　
　
　
　
　

平
成
二
十
四
年
九
月
七
日　
　

逝
去

10
月
3
日　
※
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

10
月
13
〜
27
日　

第
19
回 

ピ
カ
ピ
カ
の
栃
木
県

10
月
１７
日　
保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

10
月
20
日　
資
質
向
上
選
抜
養
成
講
座
Ⅷ

10
月
22
日　
※
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

10
月
22
〜
23
日　

第
28
回 

全
日
私
幼
連 

設
置
者・園
長
全
国
研
修
大
会（
千
葉
）

10
月
23
日　
公
開
保
育
研
究
会（
宇
大
附
属
幼
稚
園
）

10
月
26
日　
幼
稚
園
教
育
振
興
の
集
い（
益
子
町
）

11
月
６
日　
※
１０
年
経
験
者
研
修

11
月
7
〜
8
日　

全
日
私
幼
連 

関
東
地
区
代
表
者
協
議
会（
茨
城
）

11
月
１0
日　
と
ち
ぎ
教
育
振
興
大
会

11
月
１3
日　
保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

11
月
30
日　
設
置
者・園
長
研
修
会

12
月
5
日　
全
日
私
幼
連
Ｐ
Ｔ
Ａ
大
会（
東
京
）

12
月
8
日　
※
保
育
を
語
る
会

12
月
１７
日　
保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

12
月
26
日　
新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭
研
修（
集
合
研
修
）

　
　
　
　
　
　
　

 

※
は
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業

平
成
二
十
四
年
十
月
〜

　
　
　
　
　
　

十
二
月
ま
で
の
事
業
予
定

栃
幼
連
通
常
総
会

栃
幼
連
通
常
総
会

編集後記
今
年
の
夏
は
、
記
録
的
な
暑
さ
で

し
た
。
県
内
各
地
で
真
夏
日
、
猛
暑

日
が
三
十
日
近
く
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
を
預
か
る

私
た
ち
に
と
っ
て
は
熱
中
症
対
策
な

ど
に
取
り
組
ん
だ
夏
で
し
た
。

そ
ん
な
暑
い
夏
に
、
私
事
で
す
が
、
今

年
二
年
目
で
あ
る
新
採
宿
泊
研
修
の
実
行

委
員
長
を
は
じ
め
、
八
月
二
、
三
日
に
行

わ
れ
た
関
東
地
区
教
員
研
修
神
奈
川
大
会

で
企
画
﹁
ほ
い
く
の
宝
箱
﹂
の
参
加
な
ど
、

い
ろ
ん
な
場
面
で
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
神
奈
川
大
会
で
は
、
新
採
宿
泊
研

修
の
事
を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
意
味

で
も
今
年
の
宿
泊
研
修
は
例
年
よ
り
も
力

が
入
っ
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
他
県
の

先
生
方
か
ら
は
、﹁
羨
ま
し
い
﹂
な
ど
の
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
今
、
幼
稚
園
を
取
り
巻
く
環
境
は
決

し
て
良
く
あ
り
ま
せ
ん
が
今
、
置
か
れ
て

い
る
環
境
、
特
に
私
に
と
っ
て
は
青
年
部

と
い
う
存
在
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
を
再

認
識
で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
だ
か
ら

こ
そ
、
一
致
団
結
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
た
と
て
も
”熱
い
“夏

で
し
た
。

︵
聖
幼
稚
園
　
金
子
礎
泰
︶

七
月
末
か
ら
標
記
調
査
を
対
象
の
幼
稚

園
に
お
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
調
査
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
学
校
法
人
の
管
理
運
営
状
況

・
幼
稚
園
の
管
理
運
営
状
況

・
会
計
処
理
状
況
等

実
施
日
時
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
調

査
対
象
と
な
る
幼
稚
園
設
置
者
宛
て
に
通

知
し
て
い
ま
す
。
調
査
へ
の
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
、
調
査
対
象
外
の
幼
稚

園
に
お
い
て
も
日
常
業
務
の
再
点
検
を
行

い
、
適
正
な
管
理
運
営
に
努
め
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
点
検
の
結
果
、
園
則
変
更
、
園

地
・
園
舎
変
更
、
理
事
・
監
事
就
任
届
等

が
未
提
出
の
場
合
に
は
、
早
急
に
提
出
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
幼
稚
園
運
営
費
補
助
金
交
付
申
請
書

・
提
出
期
限
　
十
一
月
上
旬

・
平
成
二
十
四
年
度
幼
稚
園
運
営
費
補
助

金
︵
一
般
補
助
分
︶
の
内
定
に
つ
い
て

は
、
十
月
末
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

交
付
申
請
書
の
提
出
に
あ
た
っ
て
は
、

別
途
通
知
す
る
内
定
通
知
に
基
づ
き
提

出
願
い
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
度
幼
稚
園
財
務
関
係

調
査
の
実
施
に
つ
い
て

各
種
届
出
書
類
に
つ
い
て

●
幼
稚
園
教
材
費
等
補
助
金
交
付
申
請
書

・
提
出
期
限
　
十
月
下
旬

●
幼
稚
園
運
営
費
補
助
金
及
び
幼
稚
園
教

材
費
等
補
助
金
︵
特
別
補
助
分
︶
関
係

書
類

一
　
特
別
支
援
教
育

・
提
出
書
類

ア
　
対
象
園
児
就
園
状
況
調
書

イ
　
対
象
園
児
担
当
・
指
導
教
職
員
に

関
す
る
調
書

ウ
　
対
象
園
児
で
あ
る
旨
の
判
定
調
書

・
提
出
期
限
　
十
月
二
十
六
日
︵
金
︶

※
ウ
に
つ
い
て
は
、
身
障
者
手
帳
、
特
別

児
童
扶
養
手
当
証
書
、
療
育
手
帳
、
専

門
医
の
診
断
書
、
児
童
相
談
所
の
判
定

書
の
い
ず
れ
か
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
学
級
担
任
以
外
の
教
職
員
か

ら
特
別
な
教
育
支
援
を
受
け
て
い
る
幼

児
が
補
助
対
象
園
児
と
な
り
ま
す
の

で
、
御
留
意
願
い
ま
す
。

二
　
子
育
て
ラ
ン
ド
事
業

・
提
出
書
類

ア
　
子
育
て
ラ
ン
ド
事
業
実
施
計
画
書

イ
　
各
事
業
に
お
け
る
保
護
者
等
へ
の

案
内
通
知
︵
写
︶

・
提
出
期
限
　
十
一
月
上
旬

三
　
わ
ん
ぱ
く
保
育
推
進
事
業

・
提
出
書
類

ア
　
わ
ん
ぱ
く
保
育
推
進
事
業
実
施
計

画
書

イ
　
預
か
り
保
育
実
施
記
録

ウ
　
保
護
者
等
へ
の
案
内
通
知
︵
写
︶

・
提
出
期
限
　
十
一
月
下
旬

※
各
種
提
出
書
類
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

別
途
送
付
す
る
通
知
文
を
参
照
の
上
提

出
願
い
ま
す
。


